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重点目標：１．令和 6年度カリキュラムを円滑に運営する。/ 旧カリキュラムで入学した学生の単位修得における不利益を生じさせない（看護学科） 

項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
運
営
・
旧
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
生
の
単
位
修
得
へ
の
取
り
組
み
（
看
護
学
科
） 

看護学科 ・ 令和４(2022)年度改正カリキュラムの 

３年目。今年度より３学年全てのカリキ

ュラムが新カリキュラムとなった。 

 

・ 旧カリキュラム対象学生に対し、不利

益が生じないよう補講対象科目の単位修

得に向け、支援を行った。また新カリキ

ュラムへの読替科目は、読替表を作成し、

確実に科目を受講することができた。 

 

・ カリキュラム改正に伴い３年次で受講

予定の旧カリキュラム科目だった科目

（母性看護方法論Ⅲ・成人看護方法論Ⅶ・

成人看護実践論Ⅱ）は補講を計画し実施

した。対象学生全員が単位修得できた。 

 

・ また、令和７(2025)年３月現在、２年次

に在籍の科目履修生は、昨年度に未修得

となった読み替え科目及び消滅した科目

について、今年度も再度受講し単位修得

した。（対象学生４名） 

[単位修得の科目] 

 病態治療論Ⅲ、病態治療論Ⅴ、看護技

術論Ⅻ、成人看護方法論Ⅱ、精神看護

方法論Ⅲ、母性看護方法論Ⅲ、成人看

護実践論Ⅰ 

 

・ 在宅看護方法論Ⅱ、老年看護実践論Ⅲ、

は、不合格となった学生（２名）がいる。

この学生（２名）は、学習状況に課題があ

ったため、次年度修得できるよう個別的

な支援が必要である。 
 

・ ２年次の旧カリキュ
ラム科目では、在宅看
護方法論Ⅱ、老年看護
実践論Ⅲを不合格とな
った学生（２名）を除
いて全員が単位修得す
ることができた。 

 
・ また、読み替え可能な
科目についても読み替
え表の作成により漏れ
ることなく確実に実施
できた。 

 
・ しかし、不合格となっ
た理由は、カリキュラ
ムの運営に関する課題
ではなく、学生個々の
学力に課題があったと
いえる。 

 
・ したがって学生が不
利益を被ることなく
目標は達成したとい
える。 

 
 
 
 
 
 
 

・ 旧カリキュラムの学生
においては、新カリキュ
ラムへの読替表を作成
したことで滞りなく受
講することができた。 
単位修得状況に関して
は、学生個々の学習状況
の課題によるもの。 

 
・ 新カリキュラムでは、
今年度入学した学生の
中には、８科目もの科目
が不合格となった学生
が存在する。次年度単位
修得できるように個別
に支援していく。 

 
・ カリキュラムの運営に
関しては、補講科目の計
画・実施を滞りなく行え
た。また読替科目につい
ては、読替表に基づき、
科目履修生担当教員が
履修科目の漏れがない
ことを複数回確認した
ことで、科目の受講及び
単位の修得に至ったと
評価する。 

 
・ よって旧カリキュラム
学生にとって不利益を
生じさせない運営だっ
たと評価する。 

 

・カリキュラム改正
の対応は、学生に不
利益が生じないよ
う、丁寧にされてお
り評価できる。 

 
・学生個々の学習状
況により不合格とな
った学生へは、スタ
ッフの体制を整え、
「学内評価」にある
とおり引き続き支援
を続けてほしい。 

 

 

・ 新カリキュラム移
行以前の回生で３年
次に在籍する学生は
、旧カリキュラムで
の運営が必要。 

 
・ したがって次年度
は、①成人看護方法
論Ⅶ②成人看護実践
論Ⅱの２科目が補講
となる。（母性看護方
法論Ⅲは、２年次開
講の母性看護方法論
Ⅱの読み替えが可能
であるため２年次に
単位修得している。） 

 
・ 今年度と同様、対
象学生にとって不利
益が生じないようカ
リキュラムの調整を
行っていく。 

 
・ また、今年度、成人
看護実践論Ⅱの単位
未修得になった学生
においても引き続き
次年度補講実習を計
画する。 
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

助産師学科 ・ 令和４(2022)年度改正カリキュラムの 

３年目。計画通り、学内授業・臨地実習

とも滞りなく実施した。 

 

・ 臨地実習では、前年度と同様に病院・助

産院と細やかな調整を行い、実習に臨ん

だ。 

 

・ 今年度末に実習施設（病院）の指導者に

参集いただき、臨床指導者会議を実施。 

「Z 世代の助産師学生を指導する時の工

夫」のテーマで、実習指導上で困ったこ

とや良かったことを話し合い、工夫でき

ることを共通認識できるようグループワ

ークを行なった。全体討議として、グル

ープの意見や工夫できる点を発表してい

ただき、全員で共有した。 

・  59 回生 (令和６

(2024)年度入学生)は、

28 名中２名が退学し

た。その理由は一身上

の都合、進路変更とし

ている。 

 

 

・ 59 回生 26 名（退学

者２名を除く）はすべ

て単位修得し卒業し

た。26名全員が臨地実

習で 9 件以上の分娩介

助を経験した。 

 

・ また、今年度の科目

履修生は、未修得科目

の単位修得ができ、卒

業した。 

 

・ 上記結果より、カリ

キュラム運営は円滑に

行えたと判断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 臨床指導者会議におい

て、複数施設より分娩件

数の減少が報告され、ま

た合併症を有しており、

麻酔分娩が主流になり

つつあることから、学生

の分娩介助指導を危惧

しているとのご意見を

いただいた。 

 

・ 適切な調整に努めた

が、臨床と教員は、更に

学生指導に対する伝達・

共有を密に行う必要が

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・臨床指導者会議の取

組は評価できる。 

 

・Z 世代の特性を踏ま

え、学生指導に取り組

んでいることは評価

できる。 

 

・タイムパフォーマン

ス及びコストパフォ

ーマンスを重視する

と言われているZ世代

への対応として、単に

授業時間を短縮する

のではなく、授業時間

の配分を工夫すると

よいのではないか。 

 

・個々の学生の状況と

指導者の指導方針を

摺り合わせることで、

よりよい指導体制が

構築できると考える。 

・ 助産学実習は、病

院、助産院と連携を

密に行い分娩介助

10件をめざす。 

（継続） 

 

・ 学生指導にあた

り、臨床と学生のレ

ディネスを共有しつ

つ、指導者と教員間

の「学生観」「指導方

法」を共有し、学生

の成長を支援するよ

う努める。 

 

・ 実習指導教員の助

力を得て、臨床の実

習指導に対する戸惑

いに対し、適宜対応

していく。 

 

・ 実習記録の一部見

直しを継続して行

う。 
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重点目標：２．令和 7年度入学生を確保する（看護学科） 
項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

入
学
生
確
保 

看護学科 【入学者の数的確保】 
 
・ 新たに科長及び副学科長による WEB 会
議システムでの個別説明会(11 回)や、個
別学校説明会（希望した２校）を実施し
た。 

 
・ また、進路指導担当教育等向け学校説明
会の実施回数を増やした。（１回→２回） 

 
・ オープンキャンパスは、計12回実施し
た。（昨年度９回） 

  
４月（新たに１日午前午後各１回）、６月
（１日午前午後各１回）、７月（新たに輝
翔祭(文化祭)と併催1回）、８月（２日午
前午後各１回）、９月（１日午前午後各１
回）、２月（１日午後１回） 

 
・ オープンキャンパスを輝翔祭(文化祭)
で併催したところ、自由入場であったが、
計24名の参加者があった。 

 
・ その他、 昨年度に引き続き、校長及び
管理担当副校長による指定校訪問（13校）
を実施し、また、教育担当副校長による少
人数相談会(10 回)では、在校生との談話
の時間を設けるなどの工夫を行った。 

 
・ 入試では、指定校の成績要件（全体の評
定平均値3.5→3.5（変更なし）、国数理の
各評定平均値3.6→3.3））の見直しを行う
とともに、本校の過去の入学者や学生の
状況を勘案し、各校の推薦枠の見直しを
行った。 

 

 
 
・ 令和 7(2025)年度入
試(令和6(2024)年度実
施)の結果、出願者数
152名、合格者数94名
であるが入学した学生
は79名に留まった。 

 
・ 特に一般入学試験は
21 名の合格者のうち
14名が辞退となった。 

 
・ 前年度の入学者数に
比べ、23名の減員（102
名→79名）が見られ、
定員 120 名と比較する
と65％の確保に留まっ
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ 指定校推薦要件等の
見直しの結果、受験者
数（入学者数）は、33名
から 39 名と前年度比
較で約18％増加した。 

 
 
・ 令和 7(2025)年度入試
(令和6(2024)年度実施）
の出願者数は152名と、
前年度の165名との比較
では、7名減（約8％減）
であった。 

 
・ ただ入学者数は、合格
者94名に対し79名であ
った。辞退者が 15 名と
16.0％減少した。 

 
・ 多数の辞退者が出たこ
とで、高校生など出願者
の間で、本校が他校（大
学を含む）に比べ魅力度
が低下（Wi-Fi の未整備
等）している恐れがあ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
・ 指定校の見直しによる
数的確保ではある程度
効果があったといえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・一般入学試験合格者
の辞退者が増えてい
るのは残念である。 
 
・合格倍率の出ない学
校には子どもたちは
行きたがらないから、
合格倍率が出るよう、
現実に即し入学定員
を削減してもよいの
ではないか。 
 
・大学志向があり、の
きなみ看護学校が入
学者確保に苦戦して
いる中で、79名の入学
者数を確保したこと
は、よい方だと考え
る。 
 
・推薦の対象校を全国
に広げたことは評価
できる。 
 

 
・ 次年度も引き続き、
WEB 会議システムで
の個別説明会個別学
校説明会、オープン
キャンパス、指定校
訪問、少人数相談会、
指定校訪問を実施す
る。 

 
・ 進路指導担当教育
等向け学校説明会は
３回に増やす。 

 
・ オープンキャンパ
スの定員(輝翔祭併
催含む)を各回 30 名
から 50 名に増員す
るとともに、全て予
約制にて開催する。 

 
・ Wi-Fi の早期整備
など様々な工夫によ
り、魅力度の向上に
努める。 

 
・ 学校推薦型選抜
(指定校)及び学校推
薦型選抜（公募）の推
薦対象校を全国に広
げる。 

 
・今後の県立看護学
校の在り方を検討す
る上で、定数について
も議論できるよう当
校の置かれた状況を
県と共有する。 
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重点目標：２．令和 7年度入学生を確保する（看護学科） 
項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

入
学
生
確
保 

看護学科 【入学者の質的確保】 
 
・ 前年度、令和６(2024)年度入学に向けて
実施したA0入試(現在「総合型選抜」)に
より、令和６（2024）年度入学生を確保（前
年度 79 名→102 名）した結果、基礎学力
に課題を多く抱えた学生が入学した。 

 
・ 令和 7(2025)年度入試に向けたオープ
ンキャンパスでは、特に入学希望者に学
校生活を深く理解いただくため、在校生
との対話を重視し、学生の生の声を聴け
るよう、模擬授業・技術演習等を実施。 
保護者向けには、別室で教員との座談会
を設け、学校に対する理解を深めた。 
 
・また、本校が入学を望む学生像（アドミ
ッションポリシー）についても具体的な
資料を提示して丁寧に説明した。 

 
 
 
・ 令和7(2025)年度入試では、一般入学試
験の試験（国語、数学）を民間委託とし、
内容も濃度計算など、看護師国家試験で
求められる、より基礎的な学力が測れる
よう工夫した。 

 
 
 

 
 
・ 令和 6(2024)年度入
学生に占める科目の未
修得者の割合は全体
18.6％のうち AO 入試
入学生は5.9%と1/3で
あった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・ オープンキャンパスで
は、在校生との対話を重
視したことにより、入学
希望者に理解が深まっ
たものと認識。 

 
 
 
・ 本学科のアドミッショ
ンポリシーに則り、入学
を望む学生像を明確に
し、具体的に説明するこ
とができた。 

 
・  一般入学試験では、 
基礎的な学力を測る内
容としたことで、各問の
解答状況を分析し、入学
後の学習達成度の参考
とすることができるも
のと認識。 

 
 
・本校卒業後の将来を
イメージしてもらう
ことも含め、本校のよ
さを更にアピールす
ることが必要である。 
 
・学費について、地方
出身者が下宿して私
立大学に通学するよ
り安価なことなどを
アピールすると、コス
トパフォーマンスを
重視する今の世代に
響くのではないか。 
 
・広報については、例
えば、学校主体ではな
く学生主体で、SNS の
活用や、斬新な印刷物
を制作すれば、学生と
同世代である受験生
に響くのではないか。 
 
・公表されているシラ
バスに二次元コード
を付けて、その先生の
授業が３分程度見ら
れるようにすること
も考えられる。 
 
・奨学金の返済が将来
の進路に影響しない
よう保護者にもよく
説明する必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・広報については、受
験生の若い世代に受
け入れてもらえるよ
う、さらに効果的な手
法を検討する。 
 
 
 
 
 
 
 
・ 引き続きアドミッ
ションポリシーに
則り、入学を望む学
生像を明確に示し
ていく。 
 

・ 学校推薦型選抜
（公募）の推薦要件
について、学力レベ
ルを測るため、試験
科目を「小論文及び
面接」から「国語及
び面接」に変更。 
 

・ 引続き入試は民
間委託を活用する。 
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重点目標：３．実習施設を確保する（助産師学科） 

項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

実
習
施
設
確
保 

助産師学科 ・ 今年度、実習施設（病院）は 13 施設（28
名分）であった。（実習施設（病院）の受
入先は入学定員40名分を確保する必要） 

 
 
 
・ 昨年度まで実習受け入れを休止してい
た病院２施設で実習を再開したが、実習
は滞りなく終了し、当該年度は、１学生
９件以上の分娩介助を実施できた。（分娩
介助は実習期間中に10件程度必要） 

 
・ 次年度に向けた実習施設(病院)の確
保では、施設数の増ではなく、1施設あ
たりの受入学生数の増を申し入れた。そ
の結果、１施設より１名増(２名→３名)
の受入を承諾いただいた。しかし別の 1
施設（２名）が実習受入中止、１施設が
１名減（３名→２名）となった。 

 
・ 今年度、実習施設（助産所）は、1施
設の受入が中止となり、３施設に４名を
配置して、10 施設で実施した。 

 
 
 

・ 入学生確保のために
は、実習施設の確保が
必須である。 

 
 
 
・ 実習施設（助産所）10
施設に対し、１施設の
受入を２名から３名に
増やすことを要請して
いたが、地域分娩数の
減や働き方改革推進等
の理由で、分娩介助実
習指導は日勤帯に限定
する等の方針のもと、
10 施設から従来どお
り２名の受入を継続す
る旨の通知があった。 

 
・ したがって目標は未
達成と判断する。 

・ 次年度に向けた実習
施設（病院）は、12 施設
（26 名分）確保し、入学
生を 26 名確保すること
ができた。 

 
・ 次年度の実習施設（助
産所）は 11 施設確保し
た。 

 
・ 次年度に向け新たに
確保した横須賀市の助
産院は、助産師学生の受
入が初めての施設であ
ることから、次年度は助
産管理実習を依頼し、分
娩数の推移を確認しつ
つ、ゆくゆくは継続事例
実習施設としての受入
を依頼する予定である。 

 
 

・実習受入れ人数が
減少しているのは、
出生数を考えれば、
当然だと考える。 

 
 
・実習施設確保に向
けた先生方の努力
は評価できる。 

 
・実習施設の関連施
設に学生がボラン
ティアに出向くな
ど、施設との関係を
築くことが学生の
受入れ数増に結び
付くのではないか。 

 
・2023 年のデータに
よれば横浜市の出
生数は約 22,000 人
あるので、学生の受
入れ増に希望は持
てると考えている。 

 
 

・  次年度は、病院 12
施設、助産所 11 施設
での実習を計画して
いる。 

 
 
・ 学生にとって、安
全で効果的な実習と
していくためには、
施設数を増やすよ
り、1 施設での受入
人数の増員が重要。
分娩数、臨床指導者
含めた指導体制に鑑
み、現状 2名受入の
施設に対し、3 名へ
の受入増員を働きか
けていく。 
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項目 学科 実施内容 目標達成度 学内評価 学校関係者評価 次年度に向けて 

   
・ 次年度に向けて、より効果的な学びと
するために、また今後の分娩数の推移を
見つつ、横須賀市の助産院を新規実習施
設として申請、確保した。 

 

   
・実習施設の受入
れ人数と助産師学
科の合格者数が連
動している中で、
定員が40名のまま
というのはいかが
なものか。 
 
・実習生を受け入
れる施設側として
は、出生数が減少
している中で、他
県から受入れの申
入れもあり、１施
設３名の受入れは
困難と考える。一
方で、１施設当た
りの受入れ人数を
減らし、その分施
設数を確保してい
るため、教員が１
つの実習施設を回
る回数が減ってい
ることに施設側と
しては不満があ
る。  
 
・無痛分娩を希望
する者が増加して
いることから、分
娩介助を従来どお
り教えるには限界
がある。 

 
・ また今後、新築移
転など予定する病院
等もあり、その期間
の実習受入は困難に
なると予測される。
該当病院と相談しつ
つ進めていくが、新
規施設を模索する必
要がある。 

 

 
 
 


